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特　集

西淀川区公立小学校高学年生を対象にした
喫煙防止教室の取り組みについて

　
野口　愛

淀川勤労者厚生協会西淀病院千北診療所副所長
大阪家庭医療センター家庭医療専門医

大阪の健康と安全を支える（６）

①はじめに
　大阪市西淀川区は戦後高度経済成長期にかけて
阪神地区をつなぐ国道や高速道路が建設され、近
隣の大工場から発生する硫黄酸化物（SOx）や窒
素酸化物（NOx）が西淀川に飛散し、区内の工場
排煙と合わさって深刻な被害をもたらした地域で
あった。今は大野川緑陰道路として多くの人が散
歩をしたり自転車でサイクリングを楽しんだりと
整備された歩道となっているが、かつては工場排
水によって河川の汚濁が深刻で工場排煙の大気汚
染も相まって地域住民の多くの人々が喘息などの
公害病に苦しんでいた。1970年に西淀川区公害地
域に指定され、私の所属する淀川勤労者厚生協会

（淀協）は公害患者やその家族の健康を守るため
に最前線を担ってきた歴史ある組織である。
　大阪市の喫煙率は全国的に見ても高く、喫煙が
原因で病気になる患者も多く、公害地域の西淀川
区の歴史や、これまでの淀協の取り組みから多く
のヒントをもらい、家庭医療専門医として、病院
に来院する患者を治療することはもちろんのこ
と、病気にならないように地域住民の健康を守る
働きかけをすることも大事であると考え、積極的
に地域に出て「地域丸ごと健康に！」をスローガ
ンに掲げ、2012年から西淀川区の公立小学生対象
にした喫煙防止教室を開催することとした。

②喫煙防止教室の取り組みについて
　当施設は家庭医研修施設でもあることから、家
庭医療専門医や専攻医が複数在籍しており、既存
の院内禁煙対策チームから家庭医が中心となる
ATB（Aあかん、Tタバコ、B撲滅）チームを再
編成し、院内で禁煙活動に関わるコメディカルを
増やし院内全体で禁煙対策を行うムーブメントを
起こすことを意識した。2012年U小学校養護教諭
や学校医の協力を得ることができ、第 1 回喫煙防
止教室を実施することができた。対象は高学年生
とその保護者とし、講義内容は45分間で「タバコ
の害」について（有害物質や受動喫煙、依存症など）
の知識面のアプローチと、誘われた時の断り方
をグループでロールプレイングする 2 部構成とし
た。目標は図 2 のとおり、知識、技術、態度のそ
れぞれの目標を掲げた。2012年以降は年に 2 ，3
校程度しか実施に至らなかったが、これまでの取
り組みに理解を示してくださった西淀川区医師会
会長の働きかけもあり、2016年からは西淀川区役
所や西淀川区医師会の協力を受け西淀川区のホー
ムページ（図 3 ）や学校保健協議会や学校校長会
議で喫煙防止教室開催の広報活動を行う事で開催
校が大幅に増えることとなった。

【図1．西淀川区マップ】

【図2．喫煙防止教室の目標】
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●喫煙防止教室の事前・事後アンケート結果
　2016年度は西淀川区公立小学校 6 校に喫煙防止
教室を実施した。事前アンケート結果で293人の
児童のうち166人（57％）の児童が受動喫煙にさ
らされていることが分かった（グラフ 1 ）。喫煙
者の内訳は父親が半数以上（166世帯中104人）で
あり、母親の喫煙者も多いことが分かった。（グ
ラフ 2 ）
　事前アンケート結果では、「タバコの中に入っ
ている体に悪い成分について」知らない児童がほ
とんどであったが、事後アンケートでは多くの生
徒が答えることができていた。（知識）
　事後アンケートでは「誘われた時にきっぱり断
ることができるか」の問いに対して「はい」と答
えた児童が90％であった。（グラフ 3 ）「大人になっ
てもタバコは吸わない」と 答えた児童が95％で
あった。（グラフ 4 ）

【図3．西淀川区ホームページ】

グラフ1．家族の喫煙率　　　　　　　　　グラフ2．喫煙者の内訳

グラフ3．誘われた時に断ることができるか　　グラフ4.　大人になってタバコを吸いたいか
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●喫煙防止教室活動の変化

●喫煙防止教室後の児童・保護者・学校教諭の感想

③結果
　これまでは西淀川区公立小学校の開催校数は 1
校／年であったが、西淀川区医師会の協力後2016
年度は 6 校、2017年10月現在 5 校（年度内に 2 校
開催予定含む）の開催と増加している。また、医
師会を通じて、区役所の支援も受ける事となり、
補助金を支給されるようになった。様々な立場の
方が関り、多職種や地域住民が指導者側になるこ
とで、これまでの喫煙防止教室の内容が見直され、
質の高い内容へと変化することとなった。

④今後の課題
　喫煙開始年齢の低年齢化が問題となっており、
低学年から対象にすることや、中学生や高校生や
その保護者に対しても継続した禁煙・卒煙アプ
ローチが必要である（図 4 ）
　喫煙防止教室を行う事で、地域の喫煙率の低下
や受動喫煙率の低下につながることを、どのよう
な方法で測定できるのかを検討する必要がある。

【図4　継続した禁煙・卒煙アプローチ】




